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未来の住宅に望むこと　国交白書
暑さと雨漏りをシャットアウト!
完璧な雨水・湿気対策が実現します!

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
住
宅
情

報
誌
躍
進
は
、
本
号
で
創
刊

二
百
号
を
達
成
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
み

な
さ
ま
の
ご
支
持
、
ご
指
導

が
あ
っ
て
の
賜
物
で
す
。
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
創
刊
号
は
、
平
成
十
五
年

一
月
の
発
行
で
、
大
き
な
節

目
と
な
っ
た
第
百
号
は
平
成

二
十
三
年
四
月
発
行
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
第
百
号
に

は
、
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
あ
の
未
曾
有
の
大
惨
事

は
、
つ
い
こ
の
間
の
出
来
事

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
、
ま

さ
に
月
日
の
流
れ
が
い
か
に

早
い
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る

次
第
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
躍
進
は

令
和
の
時
代
を
迎
え
、
様
々

な
試
み
に
挑
戦
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
の
時
代
よ
り
躍
進

の
精
神
軸
の
ひ
と
つ
を
支
え

た
「
３
Ｋ
Ｍ
」
の
考
え
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
躍
進
で
は
、
土
屋
ホ
ー
ム

創
業
者
・
土
屋
公
三
氏
が
提

唱
し
て
い
る
「
３
Ｋ
Ｍ
」
を

取
り
入
れ
、
今
日
に
至
る
ま

で
、
自
己
の
夢
実
現
に
向
け

て
、
日
々
自
己
変
革
に
挑
戦

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
３
Ｋ
Ｍ
」
の
三
つ
の
Ｋ

は
、
個
人
、
家
庭
、
会
社
で

あ
り
、
そ
の
繋
が
り
、
密
接

な
関
係
を
意
味
し
ま
す
。
そ

し
て
、
三
つ
の
Ｍ
は
、マ
ー
ク

（
目
的
）、マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

（
管
理
）、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
意
欲
）で
す
。
個
人
、
家
庭
、

「
生
涯
幸
福
設
計
図
」

と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

会
社
に
お
い
て
も
、
三
つ
の

Ｍ
を
用
い
実
践
し
て
、
人
生

を
よ
り
豊
か
に
し
、
何
事
に

も
勝
ち
進
ん
で
行
こ
う
と
心

に
誓
っ
て
お
り
ま
す
。

　
人
は
、
誰
し
も
個
人
、
家

庭
、
仕
事
の
顔
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
（
分

野
）
に
お
い
て
、
し
っ
か
り

基
礎
づ
く
り
を
し
、
活
性
化

さ
せ
る
と
と
も
に
、
個
人
、

家
庭
、
会
社
の
三
分
野
の
バ

ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
良
い
人
生
と

な
り
ま
す
。

　
仕
事
に
没
頭
す
る
あ
ま
り
、

健
康
を
害
し
、
夫
婦
、
親
子

関
係
が
不
和
に
な
る
よ
う
で

は
、
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
土
屋
公
三
氏
は
、

社
員
を
は
じ
め
、
よ
り
良
い

人
生
を
標
榜
す
る
人
た
ち
の

た
め
に
、
生
涯
幸
福
設
計
図

と
な
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

四
〇
年
前
に
開
発
し
ま
し
た
。

　
躍
進
も
、
３
Ｋ
Ｍ
を
導
入

し
社
内
研
修
を
実
施
し
て
い

る
途
上
で
す
。
現
在
、
着
実

に
各
自
の
成
長
が
見
え
始
め

て
お
り
ま
す
。

　
３
Ｋ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

個
人
、家
庭
、会
社
の
頭
文
字

を
と
っ
た
「
３
Ｋ
」
に
対
し
、

一
人
ひ
と
り
が
目
標
（
マ
ー

自
分
の
人
生
が
よ
り

豊
か
に
楽
し
く
な
る

ク
）
を
持
ち
、
そ
れ
を
管
理

（
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）し
、実

現
に
向
け
た
意
欲
（
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
）
を
引
き
出
す

「
Ｍ
」
を
合
わ
せ
て
完
成
す

る
の
で
す
。

　
３
Ｋ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

ま
ず
、
古
今
東
西
の
成
功
事

例
者
に
共
通
す
る
、
も
の
の

見
方
や
考
え
方
を
学
び
ま
す
。

　
次
に
個
人
と
し
て
、
家
庭

人
と
し
て
、
企
業
人
と
し
て

の
目
標
を
設
定
し
、
自
分
が

望
む
姿
と
そ
の
行
動
計
画
を

立
て
ま
す
。

　
「
個
人
」は
、
社
会
、
友
人
、

住
ま
い
、
財
産
、
健
康
、
心
、

趣
味
、
教
養
、
自
己
啓
発
、

資
格
な
ど
の
言
葉
が
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
り
ま
す
。

　
「
家
庭
」は
、
先
祖
、
親
、

配
偶
者
、
家
族
全
員
、
子
供
、

兄
弟
、
親
戚
な
ど
が
キ
ー
ワ

ー
ド
で
す
。

　
「
会
社
」は
、
使
命
、
業
績
、

基
本
動
作
、
専
門
分
野
、
収

入
、
地
位
等
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
り
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ

に
自
分
の
目
標
を
立
て
、
専

用
の
手
帳
に
書
き
込
み
ま
す

（
左
上
図
参
照
）。

　
儒
教
、
教
書
の
一
つ
「
大

学
」
に
記
さ
れ
る
「
修
身
斉

家
治
国
平
天
下
」
（
し
ゅ
う

し
ん
せ
い
か
ち
こ
く
へ
い
て

ん
か
）
は
、
天
下
を
治
め
る

に
は
、
先
ず
自
分
の
行
い
を

正
し
く
、
家
庭
を
整
え
国
を

治
め
天
下
を
平
ら
か
に
す
る

と
い
う
教
え
で
す
が
、
治
国

を
会
社
、
平
天
下
を
平
和
、

繁
栄
、
幸
福
、
豊
か
さ
と
置

き
換
え
る
と
３
Ｋ
Ｍ
は
ぴ
っ

た
り
と
当
て
は
ま
る
と
開
発

者
・
土
屋
公
三
氏
は
仰
っ
て

お
り
ま
す
。

　
生
涯
幸
福
設
計
図
に
則
っ

て
日
々
、
自
分
の
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

の
人
生
が
、
よ
り
豊
か
に
楽

し
く
な
る
の
で
す
。

　
私
も
、
人
生
の
節
目
に
、

何
故
自
分
は
こ
の
世
に
生
ま

れ
て
き
た
の
か
と
考
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
答
え
は
「
人
生
を
楽
し

む
た
め
で
あ
る
」
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
辛
い
時
や
困
難

が
あ
る
時
は
、
自
分
を
磨
き

鍛
え
て
く
れ
る
修
練
と
捉
え
、

喜
び
へ
と
変
換
し
て
い
け
ば
、

ワ
ク
ワ
ク
楽
し
く
活
動
で
き

る
か
ら
で
す
。

　
３
Ｋ
Ｍ
を
取
り
入
れ
、
こ

の
生
き
方
が
世
に
伝
播
さ
れ

れ
ば
、
喜
び
多
い
社
会
に
な

っ
て
い
く
と
信
じ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
私
は
、「
他
者
の

笑
顔
喜
び
が
我
が
喜
び
」
と

な
る
よ
う
に
、
自
ら
が
主
体

者
と
し
て
こ
の
生
き
方
を
誓

い
ま
す
。

（
二
面
に
続
く
）

社会
友人
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健康

心
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教養
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親
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子供

兄弟・
親戚

使命

業績

基本動作

専門分野

収入

地位
熟練度

個
人

会
社

家
庭



鋳造品ではなく

鍛造品を使用！

オイルダンパー
日立オートモティブシステムズ（旧トキコ）社製。
半永久的に使用が可能です。

クレビス（回転支承部）
強度に優れた鍛造品を
使用しています。
鍛造品は、加熱した金属を金型で圧縮、打撃、鍛錬して成形されます。
一般的に疲労度が大きい箇所や靭性が必要とされる部分に使われます。

枠

腕

開口部や空いている壁面を補強するだけで

耐震性がアップ！

トグル制震構法増 幅 機 構 付 き
油圧制震ブレース

ますます好評！ますます好評！

〒３３７―００４３
さいたま市見沼区中川１０６―１
K 048―688―3388
N 048―680―7615
ＵＲＬ=ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｙａｋｕｓｈｉｎ.ｊｐ
Ｅ-ｍａｉｌ=ｙａｋｕｓｈｉｎ-ｎｏ１@ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ

お問い合わせは

躍進までお気軽に！

（2）2019 年（令和元年）8 月 1日（木） 月刊　住宅情報誌　躍進

有
限
性
を
的
確
に
捉
え
て
い

る
ひ
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の

く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
可
能
性
は
無
限
に
あ
る
」

と
い
う
言
葉
は
、
あ
く
ま
で

も
の
の
例
え
で
あ
り
、
実
際

の
選
択
肢
が
有
限
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
言
葉
に
踊
ら

さ
れ
、
大
言
壮
語
を
本
気
で

語
る
人
は
、
け
っ
し
て
少
な

く
な
い
の
で
す
。

　
物
事
の
有
限
性
を
、
冷
静

に
客
観
的
に
、
科
学
的
に
見

つ
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

会
社
経
営
に
限
ら
ず
、
人
生

の
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
、

的
確
な
判
断
を
下
し
、
正
し

い
方
向
性
を
導
き
出
す
こ
と

が
可
能
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
も
し
、
限
ら
れ
た
条
件
で

　
し
か
し
、
私
は
本
書
の
な

か
で
校
正
ミ
ス
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
小
見
出
し
と
目

次
に
お
い
て
、
有
言
実
行
と

す
べ
き
部
分
を
〝
有
限
〟
実

行
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
私
ら
し
い
と
い
え
ば
、
ま

さ
に
そ
の
と
お
り
な
の
で
す

が
、
そ
れ
が
怪
我
の
功
名
、

災
い
転
じ
て
福
と
な
す
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
非
常
に
大

き
な
気
付
き
を
得
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
会
社
を
と
り
ま
く
す
べ
て

の
経
営
資
源
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
有
限

で
す
。
会
社
経
営
は
、
そ
の

限
ら
れ
た
条
件
の
な
か
で
、

す
べ
て
の
資
源
を
フ
ル
活
用

し
、
目
的
、
目
標
を
達
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
、
改
め
て
気
付
い
た
の

で
す
。

　
当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た

り
前
な
の
で
す
が
、
物
事
の

満
足
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
新
た
に
作
り
出
せ
ば

良
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
企

業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
自

己
変
革
に
も
通
じ
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

　
ま
さ
に
、
す
べ
て
の
物
事

は
、〝
有
限
〟
実
行
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。そ
し
て
、会
社
経

営
は
、ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
、時

間
、知
恵
、情
報
な
ど
、限
ら

れ
た
条
件
で
勝
負
し
、
な
い

も
の
を
創
り
出
す
こ
と
を
、

肝
に
銘
じ
た
次
第
で
す
。

　
平
成
か
ら
令
和
に
時
代
が

変
わ
り
、
躍
進
は
ど
ん
ど
ん

成
長
、
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
、
住
宅
情
報
誌
躍
進

も
、
三
百
号
、
四
百
号
と
発

行
し
続
け
、
お
客
さ
ま
と
よ

り
密
接
な
関
係
構
築
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
Ｋ
Ｍ
も
〝
有
限
〟
実
行

も
、
そ
の
先
に
あ
る
も
の
は
、

幸
福
の
実
現
で
す
。
そ
し
て
、

自
分
一
人
で
幸
福
に
な
る
の

で
は
な
く
、
身
近
な
周
囲
の

人
達
を
巻
き
込
ん
で
幸
福
に

な
り
、
一
緒
に
人
生
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
！　
今
後
と
も

株
式
会
社
躍
進
、
住
宅
情
報

誌
躍
進
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

※�

３
Ｋ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
問

い
合
わ
せ
先
は
、
株
式
会

社
ブ
レ
イ
ド
・
イ
ン
・
ブ

ラ
ス
ト　
代
表
取
締
役
・

中
川
理
巳
氏　
℡
〇
三
・

六
二
二
八
・
三
七
五
一
と

な
り
ま
す
。

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

ど
こ
ま
で
も
、「
誠
実
か
つ
公

明
正
大
の
振
る
舞
い
」
を
心

掛
け
、
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
く
、

一
度
き
り
し
か
な
い
人
生
を

大
い
に
楽
し
み
ま
す
。

　
先
月
号
（
令
和
元
年
六
月

号
）
で
も
ご
案
内
し
た
と
お

り
、私
は
本
年
六
月
に
、新
刊

本
『
昭
和
と
平
成
を
翔
け
抜

け
令
和
へ
』（
左
写
真　
定
価

一
三
〇
〇
円　
高
木
書
房
刊
）

を
上
梓
い
た
し
ま
し
た
。
平

成
二
十
四
年
二
月
に
上
梓
し

た
『「
共
感
・
連
帯
」「
結
束

・
絆
」』
に
続
く
二
冊
目
の
本

で
す
。
平
成
時
代
に
お
け
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
笠
井
輝
夫
」

の
歩
み
と
、
二
度
に
わ
た
る

大
病
を
克
服
し
た
経
緯
を
中

心
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

（
一
面
よ
り
続
く
）

物
事
の
有
限
性
を

再
認
識
す
る

未来の住宅に望むこと
「自分の好みで変えられる」
「伝統・自然と快適さ」　国交白書
　国土交通省は7月2日、2019年版国土交通白書
を公表しました。これからの生活空間のあり方を
分析し、新しい時代の施策の方向性を示しました。
　未来の住宅に望むこととして、「自分の好みで
変えられる」ことや「伝統・自然と快適さ」「AI／
IoTで快適」に暮らせることを支持する意見が多
かった調査結果などを紹介し、リノベーションや
新しい技術（AI等）の活用を通じ、居住者の感性
（美意識）がより反映される「住空間」の創出が必
要だとしました。
　新しい時代に求められる「豊かな生活空間」と
して、日本人の感性（美意識）を今以上に取り込
むべきと考える人の割合がすべての年代で約8割
であることや、将来住んでみたい街の特徴として、
「きめ細やかな配慮がある」「自然・歴史・伝統
を感じる」ことを希望する人が約8割に達してい
たことなども紹介しています。



熱交換塗料と『赤外線漏水調査システム』で
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ど
は
長
波
放
射
率
は
低
く
、

熱
の
放
出
が
少
な
い
た
め
、

室
内
へ
の
熱
の
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
熱
交
換
塗
料
の
出
番
と

な
り
ま
す
。

　
何
か
の
事
情
で
屋
根
断
熱

材
を
あ
ま
り
厚
く
で
き
な
い

場
合
な
ど
に
、
断
熱
材
と
熱

交
換
塗
料
を
組
み
合
わ
せ
れ

ば
、
高
い
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、「
日
射
反
射
率
」
の

値
が
高
い
ほ
ど
、
文
字
通
り

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
反
射
し

ま
す
。そ
の
た
め
、太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
熱
と
し
て
蓄
え
ら

れ
に
く
く
な
り
、
高
温
に
な

り
に
く
い
の
で
す
。

　
一
般
的
な
折
板
屋
根
の
表

面
温
度
は
、
夏
季
に
は
六
〇

℃
か
ら
八
〇
℃
ほ
ど
に
ま
で

上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
熱
交
換
塗
料
を
用

い
る
と
、
屋
根
表
面
温
度
は

四
〇
℃
程
度
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
長
波
放
射
率
や
日
射
反
射

率
の
高
さ
を
利
用
し
た
熱
交

　
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
八

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、

残
暑
と
台
風
、
大
雨
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
も
う
す
っ
か
り

こ
の
時
期
の
目
玉
商
品
と
な

っ
た
熱
交
換
塗
料
と
『
赤
外

線
漏
水
調
査
シ
ス
テ
ム
』
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
そ
ん
な

暑
さ
と
風
雨
に
よ
る
雨
漏
り

を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
て
く

だ
さ
い
。

　
熱
交
換
塗
料
の
特
徴
は
、

二
五
℃
を
分
岐
点
に
、
入
熱

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
塗
面
は
熱
を
貯
め
に
く
い

性
質
を
も
ち
、
同
時
に
高
い

耐
久
性
を
示
し
ま
す
。
気
温

が
二
五
℃
以
上
の
場
合
、
熱

緩
和
反
応
を
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
気
温
が
二
五
℃
を

下
回
る
と
、
熱
収
縮
が
始
ま

り
機
能
材
の
構
造
特
性
に
よ

っ
て
、
室
温
低
下
を
抑
制
し

ま
す
。

　
躍
進
本
社
の
社
屋
・
屋
根

に
お
い
て
熱
交
換
塗
料
を
塗

装
し
、
熱
交
換
効
果
に
関
す

る
デ
ー
タ
も
取
得
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
に
熱
交

換
塗
料
を
塗
布
し
た
エ
リ
ア

に
立
っ
て
も
ら
い
、
炎
天
下

で
も
足
裏
が
熱
く
な
ら
な
い

こ
と
を
示
し
ま
し
た
（
右
写

真
）。

　
遮
熱
は
、
日
射
の
熱
の
吸

収
を
徐
々
に
弱
く
す
る
断
熱

と
は
違
い
、
熱
を
吸
収
し
な

い
よ
う
に
反
射
す
る
こ
と
、

も
し
く
は
日
射
を
吸
収
し
た

結
果
、
温
度
の
高
く
な
っ
た

面
か
ら
出
る
「
長
波
放
射
」

が
室
内
に
入
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、「
長
波
放
射
率
」

と
は
、
屋
根
材
等
の
表
面
か

ら
熱
が
放
出
さ
れ
る
現
象

で
、�

表
面
が
冷
え
る
効
果
を

示
す
も
の
で
す
。

　
物
体
が
持
つ
大
気
に
熱
を

放
射
す
る
力
で
、
長
波
放
射

率
が
高
い
と
、
熱
を
た
く
さ

ん
放
射
し
、
屋
根
材
の
温
度

が
下
が
り
、
室
内
へ
の
熱
の

流
入
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

放
射
率
は
〇
か
ら
一
〇
〇
パ

ー
セ
ン
ト
で
示
さ
れ
、
数
値

が
高
い
ほ
ど
放
射
率
が
高
く
、

冷
却
効
果
が
高
い
と
い
え
ま

す
。

　
ち
な
み
に
、
金
属
屋
根
な

換
塗
料
を
用
い
れ
ば
、
屋
根

だ
け
で
な
く
、
防
水
箇
所
、

一
般
塗
装
部
分
、
屋
上
や
外

装
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
、

各
種
の
遮
熱
処
理
を
行
い
、

室
温
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
ま
す
。
温
度
上
昇
の
抑
制

効
果
、
省
エ
ネ
・
節
電
効
果

が
期
待
で
き
、
経
済
的
な
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
住
ま

わ
れ
る
方
の
健
康
増
進
に
も

大
い
に
有
効
で
す
。

　
今
こ
そ
家
全
体
を
「
遮
熱

仕
様
」
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

　
専
門
の
調
査
会
社
が
、
調

査
・
補
修
を
何
度
も
く
り
か

え
し
て
い
な
が
ら
も
、
一
向

に
雨
漏
り
被
害
が
改
善
さ
れ

な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
は
、
あ

ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
お
悩
み
を
一
気

に
解
決
し
た
の
が
、
サ
ー
モ

グ
ラ
フ
ィ
法
に
よ
る
『
赤
外

線
漏
水
調
査
シ
ス
テ
ム
』
な

の
で
す
。

　
赤
外
線
は
、
温
度
を
持
つ

す
べ
て
の
物
体
か
ら
、
そ
の

温
度
に
応
じ
た
波
長
分
布
に

よ
っ
て
、
自
然
に
放
射
さ
れ

ま
す
。
そ
の
温
度
に
応
じ
た

波
長
分
布
を
、
色
画
像
と
し

て
示
し
、
様
々
な
状
態
を
分

析
す
る
装
置
が
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
で
す
。
そ
の
た
め
、
今

長
波
放
射
率
と
日
射
反

射
率
の
高
さ
を
利
用


ま
で
発
見
で
き
な
か
っ
た
雨

漏
り
の
侵
入
口
も
明
確
に
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
特
徴

は
、
広
い
面
積
を
同
時
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

モ
ニ
タ
ー
上
に
映
し
出
さ
れ

る
温
度
の
相
対
比
較
を
ひ
と

目
で
分
析
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
左
の
二
枚
の
写

真
は
、
天
井
の
一
部
と
天
井

と
壁
の
間
が
漏
水
し
て
い
る

写
真
で
す
。

　
誌
面
は
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
る

た
め
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
づ

ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

温
度
差
を
色
の
違
い
で

示
し
漏
水
箇
所
を
特
定

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
上
で
は
、

部
屋
全
体
の
温
度
は
緑
色
で

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
暖
房
な
ど
で
室

内
が
暖
ま
る
と
赤
色
に
変
化

し
ま
す
。
し
か
し
、
漏
水
箇

所
は
水
色
で
表
示
さ
れ
る
の

で
す
。
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
上

で
は
、
中
央
部
分
に
は
、
水

色
を
通
り
越
し
て
、
濃
い
青

色
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

が
漏
水
箇
所
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
　
◇　
　
◇　
　
◇

　
暑
さ
、
風
雨
に
加
え
て
、

室
温
管
理
も
夏
の
大
き
な
テ

ー
マ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
エ
ア
コ
ン
を
フ
ル
回
転
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
一
番
効

果
的
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
不
自
然
な
冷
気

や
風
の
流
れ
が
、
体
質
に
合

わ
な
い
と
さ
れ
る
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
ナ

チ
ュ
ラ
ル
な
室
温
管
理
が
不

可
欠
と
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
雨
漏
り
が
原
因

と
な
っ
て
、
カ
ビ
や
腐
朽
菌

が
繁
殖
す
れ
ば
、
住
ま
わ
れ

る
方
の
健
康
は
大
き
く
損
な

わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
対
策
に
は
、
熱
交
換

塗
料
と
『
赤
外
線
漏
水
調
査

シ
ス
テ
ム
』
が
最
適
で
す
。

ご
依
頼
、
お
問
い
合
わ
せ
は

躍
進
ま
で
お
気
軽
に
。
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完璧な雨水・湿気対策が

実現します!雨仕舞と
「床下３点セット」で安心
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住
ま
い
の
健
康
維
持
に
と

っ
て
、
雨
仕
舞
と
と
も
に
欠

か
せ
な
い
の
が
、
躍
進
の
リ

フ
ォ
ー
ム
総
合
提
案
「
足
場

パ
ッ
ク
」
の
目
玉
商
品
で
あ

る
『
飛
騨
炭
　
床
下
調
湿

材
』『
カ
ー
ボ
エ
ー
ス
』『
床
下

用
攪
拌
・
換
気
シ
ス
テ
ム
』

の
「
床
下
三
点
セ
ッ
ト
」（
左

下
写
真
）
に
よ
る
湿
気
対
策

で
す
。

　
本
号
三
面
で
ご
案
内
し
て

い
る
『
赤
外
線
漏
水
調
査
シ

ス
テ
ム
』
に
加
え
、「
足
場
パ

ッ
ク
」
で
は
、
外
壁
塗
装
と

共
に
、
壁
体
内
へ
の
雨
水
侵

入
を
防
ぐ
ク
ラ
ッ
ク
（
左
上

写
真
）
補
修
を
お
薦
め
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
確
実

な
雨
仕
舞
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　
ク
ラ
ッ
ク
や
サ
ッ
シ
周
り

の
傷
み
に
よ
っ
て
、
壁
体
内

に
雨
水
が
浸
入
し
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
け
ば
、
シ
ロ
ア

リ
や
腐
朽
菌
を
発
生
さ
せ
ま

す
。
特
に
、
腐
朽
菌
は
、
木

材
の
主
成
分
で
あ
る
セ
ル
ロ

ー
ス
や
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
な

ど
を
分
解
し
て
、
木
材
を
多

孔
質
に
変
化
さ
せ
強
度
を
下

げ
る
の
で
す
。

　
処
置
に
お
け
る
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
コ
ー
キ
ン
グ
剤

を
奥
ま
で
き
ち
ん
と
行
き
渡

ら
せ
て
埋
め
る
こ
と
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
補
修
跡
が
目

立
た
な
い
よ
う
に
ぼ
か
し
な

が
ら
丁
寧
に
塗
装
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
元
か
ら
あ
る
模

様
や
デ
ザ
イ
ン
も
考
慮
し
、

コ
ー
キ
ン
グ
剤
の
充
填
、
外

壁
塗
装
を
し
ま
す
。

　
複
雑
な
ク
ラ
ッ
ク
の
場
合

は
、
外
壁
に
溝
を
作
っ
て
ク

ラ
ッ
ク
を
埋
め
る
処
理
方
法

も
用
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
再
発
し
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ク
ラ
ッ
ク
補
修
の
後
、
躍

進
が
お
薦
め
し
て
い
る
高
弾

性
の
つ
や
消
し
塗
料
『
ビ
ュ

ー
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
』
で

肉
厚
な
塗
装
を
行
え
ば
、
ク

ラ
ッ
ク
の
再
発
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
雨
仕
舞
の
一
環
と

し
て
ド
レ
ン
清
掃
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
（
右
上
写
真
）。

　
バ
ル
コ
ニ
ー
の
ド
レ
ン
部

分
に
溜
ま
っ
た
枯
葉
や
塵
芥

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま

す
と
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
際
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
を
起

こ
し
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
劣
化

を
促
進
さ
せ
る
の
で
す
。

　
「
床
下
三
点
セ
ッ
ト
」
は
、

夏
季
は
言
う
に
及
ば
ず
、
一

年
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

ご
注
文
、
お
問
い
合
わ
せ
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭
か
ら
作
ら

れ
た
脱
臭
調
湿
材
『
飛
騨
炭　

床
下
調
湿
材
』
は
、
床
下
に

一
坪
あ
た
り
約
十
二
袋
敷
つ

め
る
だ
け
で
床
下
の
湿
気
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
底

面
を
フ
ィ
ル
ム
加
工
し
て
あ

り
ま
す
の
で
地
面
か
ら
の
湿

気
も
遮
断
し
ま
す
。

　
同
じ
く
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭

か
ら
作
ら
れ
た
土
壌
改
良
材

『
カ
ー
ボ
エ
ー
ス
』
は
、
保

肥
性
、
保
水
性
に
優
れ
、
病

害
虫
の
発
生
を
抑
制
し
ま
す
。

ま
た
土
中
か
ら
放
出
さ
れ
る

ガ
ス
を
吸
着
す
る
ほ
か
、
ph

調
整
機
能
、
土
中
有
効
微
生

物
の
繁
殖
促
進
効
果
も
あ
り

ま
す
。

　
『
床
下
用
攪
拌
・
換
気
シ

ス
テ
ム
』
は
、
中
央
部
設
置

に
よ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
換
気

（
新
方
式
）
に
よ
り
一
台
で

二
〇
坪
ま
で
の
床
下
を
カ
バ

ー
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
従
来

の
床
下
換
気
扇
三
台
分
に
相

当
し
ま
す
。

　
換
気
と
撹
拌
機
能
を
同
時

に
搭
載
し
た
高
効
率
換
気
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
、
床
下
中
央

部
の
高
湿
エ
リ
ア
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
撹
拌
換
気
し
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
布
基
礎
や
基

礎
パ
ッ
キ
ン
工
法
、
基
礎
断

熱
工
法
等
、
あ
ら
ゆ
る
構
造

の
床
下
に
設
置
可
能
で
す
。

　
湿
気
は
住
ま
い
の
健
康
維

持
に
と
っ
て
大
敵
で
す
。
住

ま
い
の
総
合
的
な
湿
気
対
策

は
躍
進
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
を
。

床下用攪拌・
換気システム

おかげさまで、
「足場パック」の
目玉商品と
なりました。

ク
ラ
ッ
ク
補
修
で

雨
水
の
浸
入
を
防
ぐ

い
ま
や
通
年
の

人
気
商
品
に


